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2017年度 3， 400， 000円
2018年度 2， 600， 000円
*延長の場合もある
2019年度 2， 100， 000円(当初)*一部繰越




これを 「問ー世界性」 と呼ぶことにする。その特殊性を表すに当た り 、 交!U~ I形、 半蜘思惟形、 {奇坐形、結
蜘朕坐形、立像形と多様な姿をとって来た。菩薩の居所観も浄土での説法、現世への来迎、観想道場へ
の現身、といった「問ー世界性」ならではの特色ある信仰に長打ちされている。こうした視野のもと、中
























































































図版 3 開化寺大雄宝殿北壁東側中央部 『山西寺観壁画jより
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図版 4 開化寺同前上部




図版 7 文殊山万仏洞同前兜率天宮図中心部 『文殊山石窟jより
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図版 8 西大寺 E204禽南壁全景 f北庭高昌回鵠仏寺遣社Jより
図版 9 法相祖師像彩絵厨子扉絵 6面のうち その 1向かつて左 東京喜術大学
- 16-











ク トにおいて 2017年に山西省の二つの寺院(平順県大雲院 ・高平市開化寺)、および2018年にトルファ
ンの北方、かつて西ウイク、、ルがあった地域にある北庭高昌回鶴仏寺祉壁画を観察し、複数の 《弥勤上生


























横 1.28m と報告されている (3)。
中国側の既刊の書籍では、これを 〈西方浄土変》ととら え
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図 8 勅賜大雲禅院銘記碑陰 図 9 弥動上生経経憧全景大雲院
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行われた。その重修の経過を物語る碑文が、 北宋大観 4年 (1110)の銘を持eつ『津州舎利山開化寺修功徳
記」で、参考のため拓本【図版 2】と翻刻(資料 2>を掲載しておいた。主殿となる大雄宝殿は、北宋の照










































図 1 開化寺大雄宝殿平面図奇東方論文 (2009年)より
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図 12 開化寺北壁東側トレース谷東方論文 (2015年)より






























































が琵琶 ・筆 ・笠篠 ・笛 ・拍板などを奏している。舞伎が挟む聞に置かれているのは、よく見ると蓮華台座
に載る香炉(または舎利容器)である。経説には、i(兜率天の)諸天人が衆宝の妙塔を起こ し、 (弥勤の)
舎利を供養すJ(T14-419c)とあるので、舎利宝塔とみたほうがよいようだ。前庭を囲む位置にある左右
二層楼閣の各層には、放光する宝珠が内陣に安置され、外の欄干部に一層目に 2体、 二層目に 3体の天
女が、それぞれ持物を奉持している様が、左右対称に表される。
二層楼閣の外側には、やや大きな体躯の天部形が上下に 2体ずつ配される。下方の 2体は宝地に脆坐





















版 5】。右の 2体は若年相、左の 2体は君主髭を持つ壮年相だが、これは経説にいう十方面にいる百千の













































形式のひとつとみな されるし (27)、掲磨衣の両袖裾を後方に翻す着衣形式は、 五代から北宋にかけてと思わ
れるボス トン ・サックラ一美術館の金銅菩薩坐像【図21】に先例を確認することができる (28)。そのため共
通の祖型があったと考えることもできるわけだが、北宋後半という壁画制作の時期を考えれば、やはり高
文進様を図像的基盤に置かざるをえない。
いっぽう 、いくつか相違点もある。まず冠中の化仏は、 〈版画弥勅像〉では 2体以上が確認されるが(お

















い。谷氏は、同経に説かれる六事法(精勤修福 ・威儀不欠 ・払塔塗地 ・香華供養 ・行三昧 ・読諦経典)の推












が描かれている 。 男は 21 人確認で、 き「邑人~~J 、 女は 17 人で「邑婆~氏」 と 色紙形に名前が表記されて
- 34-





















































斉代の創建であるが、関連する唐 ・宝暦元年碑文 (825)に弥動講経図なるものがあり 、また北宋 ・景徳 4
年 (1007)の弥勤殿重修碑があることによって、この寺が弥勅信仰の拠点のひとつだったと指摘されて
いる (37)。前者は「鳳台県志』巻 19所収の、宝麿元年 (825)銘 「弥勤菩薩上生変讃」を指すかと思われ、 9
























































































が設けられている。編号窟数の内訳は、北朝の中心柱窟が 8箇、方形窟 1箇、禅窟 1箇、夜斗頂方窟 l箇、
元代の横方形窟 1箇となっている。大きく前山と後山の二ブロックがあり、前山の千仏洞 ・万仏洞 ・文
殊寺という主要窟のうちの万仏洞に 《弥勅上生経変》壁画がある。

































































は光背が身光 ・頭光を具備する点 くらいだろう。その左右に戴冠の天子(宮人姿)が各 6体侍しており、
合掌あるいは勿などを手に執る 【図33】(52)。さら に左右離れた位置に 1天子と 2天女がおり 、天女は S
字型の白い放光のある宝珠を持っている。放光は体半身分ほどの長さで、開化寺壁画でも見られたモチー
フである(ただし S字型ではなく C字型)。 この放光を発する宝珠は、天子天女の持物として画面のい
たるところに見受けられる。
第 2層は、露台上の天女16体からなり、高警を束ね寛袖長砲を着ている (53)。中央の立像 2体は舞伎
のようで、 両側に拍板を持つ楽人が立つ。 左右各 6体は坐像の楽伎で、琵琶 ・笛 ・隼 ・排篇 ・壁篠などを
奏している 【図34】。なお、露台をとりまく渠水上には、 4箇の大きな蓮華が生え出て、それぞれ兜率天
に化生した 8体の天女を乗せている 【図35】。この造形モチーフは、先の大雲院仏後壁画・ 開化寺壁画に
も共通して見られたもので、 〈弥勅上生経変〉の特色のひとつである。方仏洞壁画ではさらに、小さな円
相内の蓮華に化生した合掌童子の姿が 2体見える 【図33]。これは大雲院・ 開化寺にはなかったもので、
西方浄土変から借用 したモチーフかと思われる。













































































Aは宝珠とその他の雑宝、右上 Bは傘蓋と幡など、左下 Cはほとんど右下と類似し、左上 Dは七宝(形
の種類が多い)のように見える (55)。仮にこれらを五大神に配当するならば、第一宝|憧神:D、第二花徳神:








これらの考察から、外院の後ろ姿の夫部形を牢度政提神、 |均院の 5体の天部形 (1体は後ろ姿)を五大
神とみることにしたい。
工、表現の特色と制作時期



































































































図44 昌馬窟第 2窟弥勤菩薩 『河西北朝石窟Jより

















の印梱はイン ド・ 中央アジアの初期の弥勅図像の印相のひとつである (70)。井手誠之輔氏がし、うように、
冒頭の〈仏説法図〉には蔵伝仏教美術からの影響が看取され、それは弥前J菩薩の像容にも及んでいる (il)。






蔵黒水城文献 2jより 国48 漢文弥勤上生経見返絵六事図同前

































































中頃から 13世紀中頃まで、 中原でいえば北宋初期から元初期に相当と いう結果が出ているといい、規模
からみて高昌回鴇王家の寺院と推測されている。遺土止内からは数多くの壁画残片が発見されており 、画
題としては 《称勅上生経>{西方浄土変><金光明経 ・俄悔品>{金光明最勝主経 ・夢見金鼓機悔品>{仏説
弥勅下生成仏経>{長阿合 ・転輪聖王修行経>{中阿含 ・説本経〉義浄訳《弥勅下生成仏経>{浬繋変>{仏所






























図 51 西大寺仏寺 2F図面
「北庭高昌回鵠仏寺壁画』より
図53 西大寺 E204禽展開図同前
































図 54 西大寺 E204命 上生経変トレース同前
図55 同上生経変 下段左 『北庭高昌回鴨イ弗寺壁画』より
1天女が横向きに立つ。守門神の外側に大小 2体の天女(簡略な高警)が左右に侍立し、いずれも放光
を発する宝珠を盤上に捧げる 【図56】。 これは、文殊山方仏洞の同じ箇所とほぼ同様の構成になる 【図
57)。ただ、万仏洞のほうが左右対称性をより忠実に守るのに対し、E204で、は左の小さな天女がはみ出
した位置にいる。その両側に七宝行樹が立ち上がり、樹下で 2、3体の天女が楽器を奏しているのも万
仏洞と同じ構成である 【図58】。 さらに、向かつて左側に小区画があり、守門神 2体 とそれらの問に天女
2体がいるようだが、摩滅のためはっきりしない。文殊山万仏洞ではこの位置に中門の図様を繰り返し









献って中央の後ろ姿の天部形に話を戻そう 【図60】。 この尊像は、第 2段目の天部形(牢度政提神)と



















































































































ではない (90)。そうした中、現時点で指標とされているのが C14測定結果である。 1991年以前の調査に
























































































































































































































































(24) 注 5 のほか、泉武夫「異色の弥紗j菩[産両{魚 一 弥~J}図像の一系譜 -J (r学叢Jl9号、1997年/同『仏画の尊辞表現』に
再収、中央公論美術出版2010年)、塚本麿充「北宋絵画史の成立』第二章第四節「高文進「弥助手引哩傑」と商然の入宋詰
来文物J(巾央公論美術出版2016年)など参照。
( 25) 注 5 参~，\1
(26)術主晃 i'l'国四|唾における宋代仏教図像のー受特 高文進様「弥拶j菩陸像Jを中心に ーJ(f仏教芸術J3号、2019年)
参照
( 27 ) ちなみに制磨衣の弥靭J図像は、敦埋莫高窟 148窟 (~JJi)の弥初経変中にすでに登均している。










(32) iJ: 1 rlLIJ可寺観壁画』
(33)注16谷論文








なおJ.i)\台 0，~(ま古城市沢州の古名。文中の「速公遣問と 同時」とは、同 じ巻に収紋されている沙門紫羽般の「附:む違法師





































(55) r中国美術全集 絵画編 17麦栢山等石窟壁画J(人民美術出版社1987年)に良好な図版がある。
(56)注47施論文によれば、建築 12座、大小人物239人を数える。
(57)注45宝玉祥説、注47施愛民説、 j主47張宝璽説、 j主48貌文斌説など。
(58)劉玉権「瓜 ・沙什|の西夏時代の石窟J(r中国石窟 敦漣莫高窟 5J平凡社 1982年)
(59)楊富学「文殊山万仏洞西夏説献疑J(r西夏研究Ji2015年第 1期)。なお同ii酉泉文殊山:巨]鵠仏教文化的最後一方浄土」
(r河西学院学報j2012年第 6期)も参照されたい。








(65 ) 張氏はこの両脇侍をモ ン コール族の供養者と 惟ì~11するが、格i堂氏は男女の天人とする 。
(66)匡!ならびに詳細は注26橘堂論文を参照されたい。
(67)西夏文版本「弥勅上生経』見返絵は 『世界美術大全集 ・東洋編 5五代 ・北宋 ・遼 ・西夏H小学館 1998年)p141参照。
なお、挿図図版データは井手誠之輔氏より提供を受けた。篤く感謝申し上げます。漢文版本(メンシコフ番号 TK58)


















(77)部黙「莫高窟壁画にみえる寺院建築J(r中国石窟 敦煙莫高窟四』平凡社 1982年)p204および注 5泉「兜率天弥制
と兜率天宮図の系譜」。ちなみに注 目 周媛氏による集計では、中国本土に現存する弥動経変は計98幅 (1閣は図の芯)。
うち莫高窟 ・倫林窟は陪から西夏まで951屈(惰 7、初唐 6、盛唐 14、中唐26、娩唐18、五代 11、宋 13)。それに甘粛省、
五小廟と文房長山万仏iJfIに3幅の西夏の経変がある、とされる。
(78)科学研究費基盤研究 (B)I中央アジア仏教美術の研究一釈迦 -弥勅 阿弥陀信仰の美術の生成を中心に一J(研究代
表者宮治昭)による 2017年度第 3回研究シンポジウムでの発表。 2018年 2月24日於龍谷大学。



































(99) 1仰寺五十僻匿。 皆唐朝所賜額。寺中有大蔵経唐韻玉稿経音等。 (中略)度嶺一日至北庭。 憩高~~寺。 (巾略)文明日
i昨伊Il寺。円謄連大寧之寺。貞観十四年造J(r宋史」巻四百九十、四庫全書本)。
(100)小野勝年「空海の将来 した 「大唐貞元新訳十地等経記一「悟空入竺記JのことjJ(r密教文化Jl48号、 1984年)
(101)本来なら残存する西大寺壁画全体の中での 《上生程変》の位置づけにも論及すべきとこ ろであるが、現時点ではか
なわない。




















勝 畔1尻雲擁1奄咲 山高蒼翠生日各首要而分明出 荷~枕迅漏之
















































































邑人馬賛任 賓 馬 遠 王 倫 王 真
共結縁人栗 万王畏馬寛申海









夫舎利山開化寺者 奮日清涼若表相/ /大愚顛化殿基之故事 在普之遺迩J
革鼎名競慶興之歳月 日IJ清j原隠土口/己王景徳及子口帥曙到石紋之備央」
愚復口言哉 其此由高平延谷東北口/環三十里齢 巌山由翠微 峯皆、白白 l帽然」
而口衰然而下或聞或イ奇若畷若止 口/抱右掩 j冨UI畢盤健制L泉激楊 膏;日而形」
暁富国之莫得砦石障据値仰而奇口 /怪状之勿能古檎菩葱称白以之戻心」
墨井淵j争 神龍以之隠菰其他濯木亡 /茂葬草蔓延冬積雪而照掘夏流金口j
清涼秋口容々今箱乎練竹 春日遅/今笑乎異花時寺建干其 問 者 不 其口」
興予富春愛郁景而屡往遊罵故僧/縄費与予交久而益敬姑以元祐壬申正」
月巴/口槍修{弗教功徳 迄子紹聖丙/子重九燦然功了 又以崇寧元年夏六月」














将仕郎主 ゴ」 張」 供養主僧清道」
通直郎知県系管勾勧農公口/兵馬都監」 楊」 主持沙門僧清費 安」
(“/"は石碑の拓本の切断箇所を示す)































其瓦木工匠諸費約千齢縄多排龍花巴衆 井 助 縁 者良田
倍師率唱誘化人 人肯修崇殿宇精勤六事 異日想、倶往生







































(西田龍雄 .E. 1.クチャーノフ 『ロシア科学アカデ ミー東方学研究所所蔵西夏語仏教文献目録』
































































中国の早期の造像例を豊富に擁している雲岡石窟をみてみると 、第 1期 (初期の曇曜五窟)・第 2期
(494年の洛陽遷都まで)・第 3期(洛遷以降)の 3区分のうち、第 2期以降に交脚菩薩を主尊とする仏像
寵が登場する。その形式はほとんどが帽扶寵で、少数ながら屋形禽が含まれる (6)。たとえば第 2期の第
11窟南壁第 2層西側の例 【図4】では、中央に宝冠を戴く交階1弥!(ijJ菩薩が獅子を伴 う台座に坐し、両脇侍
に加え、 惟幕の垂れた楯挟形の左右上端にニ飛天、さらにその周辺の禽左右外側に八仏の小高と供養天、













並坐像記 (r法華経Jli見宝塔品」に由来)と組み合わされることが多く 、これは全体として 『法華経」が背










図 4 雲岡石窟交脚弥勤第 1窟南壁第 2層西倶IJb 



















初唐から盛唐にかけて、 〈弥勅経変》の一部として 〈上生経変》が表されるよ うになるが、図様は多様で収
赦するような傾向をみせない。第 148窟 (776年)の 〈上生経変〉は秀逸な例である 【図8】。弥1$)J菩薩は、
両肩を覆う櫨楢衣を着しf奇坐する姿で、交脚形はすでに過去のものとなっている。いっぽう中唐以降は
吐蕃占領期を挟んで構成が単純化し、「横列三院形式Jと呼ばれる構図が主流となる 【図 9]0 図様のこ
まやかさには精粗があるものの、次第に形式化する傾向はまぬがれない。ただ、どの 《上生経変》も左右
対称の正面構図であることは共通しており 、例外はない。
河西回廊の敦埋とは別に、 五代 ・北宋および西夏、西ウイグルにも 〈上生経変〉が確認できることは本
書の総説で詳述したと おりである(13)。とくに山西省 ・開化寺大雄宝殿北壁の壁画(北宋 1096年)、酒泉 ・
文殊山石窟万仏洞の壁画 (西夏晩期、 12C 末~ 13C 初め)、新彊 ・ 北庭西大寺祉 E204寵側壁の壁画(西
ウイグノレ、 12半ば~ 13C 前半)は 、 場所と時期の差を超えでほぼ同系統の図様を示し、宋以降の 〈上生経
変〉の図様の流布や信仰の普及のあり方などに種々の問題を提示する遺品と なっている。



































































































































































































縦長画面 5 幅からなるが、と くに伽藍中央部の北院 ・中院 ・南院 311面は詳細な描写で目をヲ|く。通常、
中世の寺社境内を描く絵図ないし寺観図は、正面構図が多く、中心堂舎は正対で表されることがほとん
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らえられる高野山の伽藍を描く 《高野山水扉風〉の斜め構図なども 、こ の仮説の射程に入るかもしれない
が、ややうがち過ぎであろうか。
おわりに











非対称性晴好という 特色が浮かび上がる結果になったこと は、 感慨深い ものがある。
[挿図出典1
1龍谷ミュージアム特男1)展カタログ「釈尊と親捜」釈尊編 第 2期 (2011年)
13 r別冊太陽平等院主朝の美 国宝凪恩主の仏後壁.Jl(平凡社2009年H別冊太陽平等院王朝の美 国宝鳳風掌の
仏後壁」
14 根津美術館 「此君Jl4号 (2012年)
[注]
( 1 )(兜率天長茶羅〉とは、 いうまでもなく弥勅菩薩が主宰する兜率天の有線を図示したもので、 弥，~JJ上生経変、 弥軌浄
土図、兜率天浄土図、兜率天宮図など とも呼ばれる。典拠となるのは祖渠京声訳 『観弥前j菩薩上生兜率天経』一巻(大
正新情大蔵経14所収、 略 して観弥勅上生経、弥勅上生絹ともいう)である。日本の遺品の概要については、泉武夫「兜
率天弥勃と 兜率天宮図の系譜H平成一九年度~二二年度科学研究費補助金基盤研究 (B)研究成果報告書 兜率天往
生の思想とそのかたち.Jl(2011年)参照。
(2)宮治昭『浬繋と弥朝Jの図像学ーイ ンドから中央アジアへー.Jl(吉川弘文館 1992年)、打本和音1弥勅信仰の初期形態






(6)呂采主["~I ヒ貌後期の三壁三自窟J cr中国石窟 雲岡石窟第 2巻』平凡社1990年)
(7)注 2打本論文
(8)大正新筒大蔵経第 9巻 133頁 b~ c (以下 T9-133bcと略記)
(9)注 2打本論文




(13)泉「北宋 ・西夏 西 ウイク+ルの弥，iUJ上生経変一開化寺 -文殊山万仏洞-北庭田儒仏寺祉一」
(14)注 1
(15)注1
(16) 平成 28~ 30 年度、岡墨光堂における修理。


































(30) 11買勝手 ・逆勝手という用語は、絵巻物 -画巻の ように視線が右から左に向かつて移動することを前提にした場合の、
































図 1 敦埋莫高窟第 208窟弥動経変細部盛唐
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全体の四隅に夫部形 4体が雲上に侍立している点で注目される 【図2L4体に梼題があり 、少なくとも
3 体に I~天王」という名称がみとめられ、左下のそれは I~毘沙門天王」と読めるからである。四天王
とみて間違いない。72窟の天宮図は、全体として前述の盛唐期208窟のそれにきわめて近く、 208窟の
四隅の 4天部も四天王だったのではないか。また五代の第61窟南壁の 〈弥勅経変〉中の 〈兜率天宮函〉に
おいては、横列三院形式の中院正面の塙垣手前に 4体の天部形坐像がそれぞれ天人と対面 している様が






敦士皇以外の中届の 〈上生経変〉ではどうだろうか。]3IJ稿に述べた山西省所在の北宋 ・紹聖 3年 (1096)
の開化寺大雄宝殿壁画の例では、もっとも外側の城壁の左右両端に 2体ずつ守門神が描かれている (8)。
頭光を負った神将形で、あるいはこれが四天王かもしれないのだが、壁面の剥落のせいもあって像容が
はっきりしない。 西夏期の甘粛省 ・ 文殊山石窟万仏洞 ( 12C 末~ 13C 初め)の 〈上生経変〉 では 、 城門の
ある複数箇所に 2体ずつ守門神が配置されているのがみえる。 しかし四天王 と思われるセットは見当
たらなし、。図様の上でこれと近い酉ウイグ、ル王国期の新彊 ・北庭仏寺遺i止の E204寵の《上生経変》壁画
( 12C 半ば~ 13C 前半)も 、 やはり同じである ( 9 )。
いっぽう西夏期の版本「観弥勅菩薩上生兜率天経』見返絵は、兜率天宮の場に四天王の参加を明示する



















た大門があり、入口両側に 3体ずつ守門神が配されている。 しかし、四天王 らしい標識はない。興聖寺
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図 2 敦煙第 72窟五代


































洞の 《上生経変》壁画に も、類例がうかがえる (凶。こちらはややわかりにくいのだが、画面下端の外郭城

















































うちの 2面の護法神図扉絵である 【図版 9・10】【図10】(23)。各面 3体ずつ神将像が斜めに重なる立ち
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図 8 北庭高畠園田鵠仏寺遺祉 (西大寺祉) E204 後ろ姿の天部形 西ウイグル期
団 9 版本上生経見返絵牢度践提神西夏
図 10 法相祖師像彩絵厨子扉絵 6面のうち 2面
東京喜術大学
- 101一

































-第五 「正音声J<身の諸の毛孔 より衆水を流出し、ーーの水上に五百億の花あ れーーの華上に
二十五の玉女あれ ーーの玉女の身の諸毛孔より一切の音声を出し、天魔后のあらゆる音楽に勝る>(26) 
この五大神が造形化されている例は、早期の中央アジアの壁画や敦埠莫高窟には確認されず、やはり
北宋以降の 〈上生経変》に倹たなければな らない。開化寺大雄宝殿北壁の 〈上生経変〉では、 内院の外縁
部、左右翼楼の手前に 1体ずつ坐す天部形と 、契機の屋根上に左右 l体ずつ雲上に坐す天部形がみられ
る。これらはそれぞれ向かいあう斜め向の姿をとり、頭頂から末広がりの放光を発している。この 4体
に加え、弥勅菩薩の前庭の舞台手前に後ろ姿で坐す天部形 1体を合わせた 5体が五大神のようである 【図




































彫像による 《祢靭j浄土変》中に 「神王像五躯Jがあり、五大神を意図した可能性がある。 平安時代では天










図 15 法相祖師像彩絵厨子扉絵香音大神 (赤外線画像)
東京事術大学
図 14 版本上生経見返絵五大神西夏














る点である。見返絵では前列の花徳 ・喜楽 ・宝1嘩の 3体の持物しか明らかではないが、それぞれの持物



































( 1 )泉武夫「兜率天弥勅と兜率天宮図の系譜H平成一九年度~二二年度科学研究費補助金基盤研究 (B)研究成果報告書
兜率ヲミ往生の思想、とそのかたち.1(2011年)参照










(10)注 2、図46。西夏文版本『弥初j上生経J見返絵は 「世界美術大全集 ・東洋編 5五代 北宋遼西夏.1(小学館1998年)
















(22)注 l、資料図版 1および 7-1
(23)奈良国立博物館特別展目録『浄土塁茶羅一極楽浄土と来迎のロマン -J (1983年)図 141解説、および東京塾術大学
美術館展覧会目録「国宝興福寺仏頭展j(2013年)図 10解説参照
(24)代表例として興福寺蔵の 《厨子入り木造弥勅菩薩半蜘像》がある。











るものの、誤りであろう 。奈蓉「北庭回鶴西大寺 E204窟研究J(首都師範大学 2016年碩土論文)、室1)江 「高呂田鶴弥~;JJ
図像研究一以北庭西大寺〈弥勅上生経変〉為中心J(新垣芸術学院2019年碩士論文)。

































































に該当しよう。同経には 「俳昔修行馬慈母 盛宣相好金色身 〈相好金色身を感得す)J (T 3 -301a)という




331a)は菩提心を発した女人が十種勝利の福を得るとい うことで、 ③ないし④と いうことになろう 。
本縁部の法賢訳『衆許摩詞帝経』巻九「此亦沙門有斯威徳。盛宣天王倶来聴法〈天王の倶に来たりて聴
















































浄土殊勝の身を感得す>J(T47-72a)というもので、③ないし⑤ とみなされる。唐 ・迦才の 「浄土論』では
巻中に「謂鹿山遠法師。叡法師。劉遺民。謝霊運乃至近世。縛樺師。此等臨終並盛宣光霊異相。聖衆来































































































得す。文殊、金色字を虚空中に現し、供養法を持して以て無畏に授く)J (T75-451c ~ 452a)と出て来る。
いわゆる善無畏和尚金葉王塔下感得説話であり 【図 1】、明確な②の用例とみなせる。
平安中期のj原信撰『往生要集」本文には二つの用例がみられる。巻中に如来の相好を念ずる方法があり、
図 1 密教両部大経感得図 2面のうち 善無畏金粟王塔下感得図
藤田美術館



























・同「由良上人昼宣如意費珠事 〈由良上人如意宝珠を感得する事>J (同 T76・545a)
・同「先年毘沙門室経海{曾正之時被塁宣〈先年毘沙門堂経海僧正の時感得せらる〉。 其属髄径輪七八寸
許ナリ J(“弘法大師御作如意費珠"T76-545c) 

























































-長茶羅 .•• r渓嵐拾葉集j巻九十一 (②の解釈も あり)
・真言・・ 『渓嵐拾葉集』巻九十一(②の解釈もあり )















ンを得る とい う意味で使われてい る {~IJ (迦毘羅神主、深沙神王、聖像、如来の好相、生身弁天、本尊)も見



























之仏骨〈祖師感得の仏骨を得る>J r叡尊置文J:弘安一O年 (1287)C文書番号 16314)
.，幸昼盆上富太子御作十一面観音霊像、為当寺常住本尊〈幸い上宮太子御作の十一面観音量像を感得















































の対象として舎利(牙舎利、仏骨)・経典 ・三鈷杵 ・本 ・銅銭 ・十一面観






























. 1階天台樺智頻盛具三道費階 〈惰の天台釈智類、三道宝階を感見す)J (T53-378b)、「唐i路州樺墨:柴感
























































大阪 ・野中寺の銅造菩薩半蜘像 【図 1】は、台座に刻銘があり、「丙寅年」という年紀と「弥勃御像」とい
























































































































































































われる。三重塔の存在も、崇福寺の例を踏まえると 、現実味を帯びて くるといえるだろう (23)。
三 天武天皇のための弥勅像
先にも指摘したが、「続日本紀』養老六年 (722)十二月十三日条に以下のような記載がある。








































































(5)奈良国立文化財研究所飛鳥資料館「飛鳥 ・白鳳の在銘金銅仏J(同朋舎 昭和五十四年(1979)八月)に よる。台座丸
権側面右側から背面を通り左側にかけて、 一行二文字ずつ縦に配し、三十一行にわた って記される。
(6)前掲書 (注 5)による。
(7)その他、孝徳天皇の皇后の間人皇女(天智天皇の妹)と みる説がある。前掲拙稿 (!主 1一①)及び堀井氏前掲論文 (注
1一②)参照。



















j中森卓也・佐藤信・矢嶋泉『藤氏家伝 鎌足・貞慧・武智麻日伝 注釈と研究.H吉川|弘文館 平成十一年(1999)五月)
(11)前掲拙稿(注 l一①)
(12)道昭の帰朝時については以下の文献を参照。






























































図 1奈良国立博物館特別展図版目録『白凧一花ひらく仏教美術-j 平成二十七年 (2015)七月
























寛和二年 (986)、多 くの品々とともに釈迦如来像を請来した。昭和二十九年 (1954)の調査において、釈
迦如来像胎内からは移しい数の納入品が発見された。納入品の弥動菩薩版画像【図 1]は、 中央に弥朝j菩






























もに釈迦遺教の域に生まれたとの意と解釈でき る。この一節から は、 商然の『法華経J信仰が導かれる。
そしてその後段に、「是故点定愛宕山、 同心合力、建立一処之伽藍、興隆釈迦之遺法。然後第二生、 必
共生兜率内院、 見仏間法。第三生共随従弥朝J下生、閤浮聞法」の一節がある。 ここ には、商然が義蔵と契
り合った将来構想、が描写される。現世では愛右山に一伽藍を建立 して釈迦の遺法を興隆し、 次の生で兜
率天の内院に生まれ、第三世で下生 した弥勅の龍華三会の説法を聴聞したいとい う。 ここから、粛然の




















































































































































































































































































































































































































































































弥勤信仰については、 一般に、弥勅上生信仰と 弥勅下生信仰の二面から捉えられてきた (注 4)。 先に見
た商然の弥勤信仰でもこ の三者のいずれもが意識さ れている。






































































され、その周囲に普賢 ・文殊 ・観音 ・弥勅像の四菩薩が安置されたことがわかる。「新造堂塔記」は「願く
ばこの功徳をもって、先には華を開いて極楽に報い、遂には実果を寂光乃至末代衆生に拾わんことを」と
述べた後、『法華経』巻四「法師品」の一節を引用し、造塔の功徳を極楽往生と成仏に結び、つける祈願を示










左右に困撲せり 。金色九尺の究夫 ・帝釈と四天王は、仏法を住持し、国家を鎮護せむがためなり 。
ここに見えるように、法成寺金堂中尊の台座蓮弁には百体釈迦があらわされている。これは、この像
が慮舎那仏で、あることを示す表徴だが、同時にこの像は 「大日如来」とも呼ばれている。別稿(i主11)で述べ


























































物館には、同館が 「館金千仏座釈迦像J(遼時代)と呼ぶ像がある 【図 7】。台座蓮弁に多数の仏を配する
この像は、正しくは庖舎那仏と見られるが、成尋の見た「千百億釈迦」はあるいはこのような像だったの
































































1 長岡龍作「清涼寺釈迦如来像の胎内に見る信仰世界J rアジア仏教美術論集 東アジア 1(北栄).1 中央公論美術
出版 2021年 2月
2. 塚本善隆「清涼寺釈迦像封蔵の東大寺粛然の手印立哲書J u仏教文化研究』第 4号 1954年 7月 (r塚本善隆著作集
第七巻、浄土宗史 ・美術箭J 1975年11月 大東出版社)
3. 泉武夫「異色の弥勅菩薩画像 祢朝j図像の一系譜J u学叢Jl9 京都国立博物館 1997年3月 (u仏画の尊容表現』
中央公論美術出版 2010年10月)






文化史 中尊寺の仏教美術J吉川弘文館 2021年 3月(刊行予定)
10 藤田経世編「校刊美術資料 寺院篇中」 中央公論美術出版 1975年、読み下しは 「日本思想大系 8 古代政治祉会
思想J 岩波書庖 1979年 3月
11. 前掲注 9拙稿
12 岩手県教育委員会『奥州平泉文書」新訂版 1958年 5月、佐含由泰「藤原清衡と文学JT人文社会科学講演シリーズ
4 東北人の自画像J 東北大学出版会 2010年 2月
13.塚本麿充「皇帝の文物と北宋初期の開封 啓聖禅院、大中目国寺、宮廷をめぐる文物とその意味について(上・下)J r美
術研究J)404・406号、2011年8月 .2012年 3月、同『北宋絵画史の成立J第二章 中央公論美術出版 2016年4月







図 1、3、4、5 r世界美術大全集 東洋編 5 五代 ・北宋 ・遼 ・西夏』 小学館 1998年12月
図 2 r東大寺のすべて」展図録 朝日新聞社 2002年4月

















①建国地 (東牟山、吉林省敦化市説ほか) 698年~ 742年頃
②中京顕徳府 (西古城、吉林省和龍市) 742年頃~ 755年頃
③上京龍泉府 (第一次、黒竜江省寧安市湖海鎮) 755 年頃~ 785年頃
④東京龍原府(半投城、吉林省理春市) 785年頃~ 794年頃




調査し、1934年 ・35年(昭和九 ・十年)に原田淑人 ・駒井和愛らによって大規模な調査がおこなわれ、寺
院士止と仏像を含む出土遺物が確認された (;1:2)。












をおこなっている ほへ それによれば、現在知られる半位城出土の二仏並坐像断片は 8点ということで
ある。
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第三の像(【図 3])も、 周囲を大きく欠損しており 、二体の如来と左脇侍の菩薩像のみが確認 される。
総高10.5c01(現状)。如来は上記二像と同様、内衣と通肩の着衣を纏っているが、印相は不明である。ま
た二仏とも顔面を欠損 している。左脇侍像の着衣は、 夫衣が両肩から下方に垂下 し、交差しない形式で、
腹前で右手を上に両手を重ね球形の持物を執っている。
この三像に代表される二仏並坐像は、①様式、②図像、③制作年代、④制作主体、 そして⑤ 「二仏並坐」
という 主題の各観点から注目を集めてきた <i19)。まず①様式では、 面部の残る二像に見られる丸みの強
い面長な輪郭と笑みを含んだ顔立ちが注目されるが、 三上次男はここに中国の北斉から晴あるいは高句














二仏並坐像の造像は、中国河北 ・山東地方で、は五 ・六世紀に盛行 していることが知られている。そこか
ら、河上洋は、東京地域が高句麗の支配下にあった時代に中園河北 ・山東から流入した民によ って、二仏
並坐像信仰がこの地域に伝わり 、高句麗末期の戦禍の影響を受けずに湖海時代までその信仰が維持され




図 1 二仏並坐像 (第一)半粒城出土 東京大学
図 3 二仏並坐像 (第三)半拾城出土 東京大学







































ことを示すとした。また、北斉天保二年 (551)銘金銅二仏並坐像【図 7】が脇侍像を伴 っていることも、





図 6 金銅二仏並坐像 北斉武平六年
(575)銘 書道博物館
















城 湖j毎の遺蹟調査J(淀川に図 10~ 13として載るもの 【図 8】、もう 一件は、『東京大学蔵版文学部考古
学研究室蒐集品 考古図編J第十八輯に図 15-4として載るものである 山17)【図 9】。 このうち第一の光
背 【函 8】は、高さ約21.5cm、厚さ(中央部)3.3 cmと報告されおり、下部を欠損するが、頭光が三つ表さ
れているので二仏並坐像の光背とわかる。光背の表面は身光部と周縁部によって構成され、身光部は頭


























適切ではない。 化仏とは化現した仏という意味なので、 先述の千仏をそう称する ことは正 しいが、こ れ
は蓮華から生まれているので「蓮華化生像」と呼ぶべきである。そして、蓮華化生像とは、いずれかの浄
土に生まれた者の姿であること に注意しなければならない。





















































いる 【図12】。この菩薩の名 は、 『法華経』序品に奮闘咽11(霊鷲山)に集ったと説かれる八万の菩薩のう
ちの最初の三菩薩にあたる。この ように、ニ仏並坐像に脇侍が伴うこと は、『法華経JI見宝塔品」が描く































































































古天皇玉年 (595) に来朝し 、 同二三年 (615) に帰聞した 。 『日 本書紀Hi(~古天皇二九年 (62 1 ) 二月条によ
れば、恵慈は、聖徳太子の言卜報を本国で聞き大いに悲しみ、自らも 一年後に死して太子と浄土で遇い、と
もに衆生を救済すると語り 、その通りに亡くな ったとしヴ 。ここから、 二人は共通する浄土観を抱いて
いたことがわかる。
いま、高句麗の造像と考えられる半位城の二仏並坐像に、聖徳太子ゆかりの観音菩薩立像ならびに浄
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16 前掲注 5参照
17. r東京大学蔵版文学部考古学研究室蒐集品 考古図編』第十八輯 1960年 3月
18 この造像については、拙稿11奉為の造像」論 主体 ・祈願 ・表現Jr科学研究費補助金基盤研究 (B)研究成果報告
書 「奉為の造像」研究j 2010年 3月において、かつて論じた。
19. 田中健一「長谷寺鋼板法華説相図の図様及び銘文に関する考察J r美術史J168 2010年 3月
20.金理那「宝珠捧持菩薩の系譜J r日本美術全集第 2巻 法隆寺から薬師寺へ』 講談社 1990年10月
21. 大西修也「宝珠捧持形菩薩の成立過程とその里想的背胃、についてJ r東洋美術史論叢』所収 雄山間 1999年 2月







4. 梅原末治 ・藤田亮策編著「朝鮮古文化綜鑑J第 4巻 義徳社 1966年





10. r中園石窟 雲岡石窟 2J 雲間石窟文物保管所編 平凡社 1989年 4月
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えたいと 思い、本稿を調査ノ ー トと位置づけた。
一弥勅菩薩像と山岳
1989年に河南省新鄭市から出土した了朗俊等造立の碑像(図 1)は、現在、河南博物院に所蔵されてい
るは)。 高さ 100cm、11高47cmの小型の碑像で、あり 、石灰岩のー材より碑首と碑身を彫成する。諸像にみら
れる丸い頭部や肉付きのよい体躯、モチーフの前後関係に留意 した浮彫の彫出方法等から、北斉時代の
作と推測される。摘首は大き く堂々たるもので、鱗の一枚一枚を丁寧に線刻してあり 、石碑の伝統を強













































石松氏は、半伽坐の弥~j]菩薩像にも言及しており 、 河南省裏県出土の北斉天統 4 年 (568) 銘碑像や山
西省博物館所蔵の北斉天保 7年 (556)銘の四面造像に、施無畏印を結び半蜘坐の菩薩像があり、題記に














等 9例が確認されており 、1例を除いて他は全て上生経変であり 、初唐期以降にみられる『弥勤大成仏経』
や 『弥勤下生成仏経』等に基づく弥勅下生の内容は含まれない(81尾崎直人氏の研究以来、順次考察が
進められており (9)、窟頂部に配置されること、弥勅経変のある窟が北朝期に主流であった中心柱窟の窟












景とともに表した作例としては、成都市の方仏寺士止出土の川博 3号造像碑(図 4)のほか、 2014年に成都
































にソウル国立中央博物館で、開催された展覧会iCollecting Asia 0 bj ectsin Colonial Korea 1910・1945Jで
紹介された {山。
この岡田収集品のうち、整理番号duk5672とされる碑像(図6)は、造像内容から北斉時代に河南・山西・


















































これと造像内容が類似するのが、 duk5665碑像 (図 7)である。現状は高さ 89.0cmの碑像にしては小
































































































(5)石松氏前掲注 4論文233頁、および岡「弥初像坐勢研究一施無畏印 .f奇坐の菩薩像を中心に 」問主、 241頁。
(6)石松氏前掲i主5論文、 251~ 253頁。
(7)宮治1百「キジル第一期のヴオールト天井窟壁画 上 ・下H浬繋と弥扮Jの図像学』吉川弘文館、 1992年、419真。
(8)暢郁叩 ・玉恵民「新発現的敦i皇陪代弥靭j図像J(T敦燈研究J2012年第 2期)によると、 1育の弥肋経変は、下生経変が第
62窟南壁に 1{91、上生経変が第262窟、 416窟、417窟、 419窟、 423窟、 425窟、433窟、 436窟の 8(JIJ確認されるとい
う。本文中に も古いたが、本科研は 2020年に莫高窟における調査を予定していたが、新型コロナウィルス感染症の感


















図 4 四川博物院 ・成都文物考古研究所 ・四川大学博物館編著『四川出土南朝仏教造像』中華計局、 2013年、 114頁
図 5 成都文物考古所「成都市同仁路遣祉南朝至唐代仏教造傑坑H考古.B2016年第 6期、 73頁
